
＜註＞

１	 大阪控訴院の便箋がそえられ、大正５（1916）10 月 11 日付けの新聞に包まれて保管されていた。「証拠品　

６年　第 1575　第 214　福鎌検事　検１、２、３号　大正６年３月 16 日　第２　被告人（個人名）盗８」

の記載があるという［井口2004］。

２	 梅原は、「発掘事件が問題になった際、（被告の１人）から押収した出土品で、後に奈良国立博物館の有に

帰した遺品のうちに見られる鏡１面」として、半円方形帯神獣鏡（裁４）の図版を報告書に掲載している。

また、大正３年から５年にわたる城南から北和一帯にかけての古墳の盗掘品が押収され、後に奈良国立博

物館の蔵品となったことに言及している。

３	『帝室博物館年報』（昭和 12 年）による情報と推測できるが、「1935 頃」の発見とし、裁判所を「警察署」

とするなど、誤認がある。おそらく口頭の説明を受けるなどしてこのような記述となったかと推察する。

４　石製品に記入された台帳番号は、原則として１個体につき１つの数字が与えられた通し番号である。ただし、

裁19だけは例外で、紡錘車形石製品２点に対して同一番号が与えられている。このため、本稿では裁19（そ

の１）、裁19（その２）と記述する。

５	 重量は、台秤を使用し、５g単位で計測した。

６	 石材は、鐘方・北山・南部・大野・村瀬で検討し、合意した結果を一覧表に記入した。ただし、多分に主

観的であることは否定できない。特に、材質Ⅰ・Ⅲ・Ⅳは５人の意見がほぼ一致したが、材質Ⅱは合意形

成が難しかった。このため、今後なお詳細な検討がなされることに期待したい。なお、今回の検討では、

裁33の車輪石が材質Ⅱの典型かと思われた。

７	 側面からみて環体部裏面を水平にして置いた線を基準とし、縦断面で内孔裏面下端と板状部裏面下端を結

んだ線とがなす角度を目安として表記した。

８	 板状部を水平に置いたときに笠状部上端の中心と内孔の中央部とを結ぶ線。この線の左への傾きが型式分

類の１つの指標として着目されている［北條1994］。

９	 石膏復元の重量を含む。

10	 30㎛のフィルター処理とは、「ａ、ｂ、ｃの３つの計測点間において点ａと点ｃを結ぶ直線と点ｂの距離が

30㎛以下である場合は、ｂ点を消去する」という方法である。

11	 本資料の３次元形状計測およびデータ処理について、高橋健太郎氏・増永光令氏のご協力をいただきまし

た。ここに記して感謝の意を表します。
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